




































































































































































































































Sample ZK(K) fIn(K) "(K) 墓！
Si25Te75 572 945 402 0．46
Si22．5Te77．5 570 888 411 0．50
Si20Te80 571 822 405 0．66
Si17．5Te82.5 571 756 403 0．91
Sil5Te85 569 680 410 1．43
Si12．5Te87.5 569 691 409 1．31
柿沼藤雄
4.2ガラス形成能
ガラス形成能(Kg')は，ガラスになりやすさの目安を与える量で’式(2)で与えられる
量がしばしば用いられる5).&]の値が0.4以上ではガラスになりやすく,0.1以下ではな
りにくいと考えられている．
Kg'=奈三莞 (2)
Tablelに示されるようにすべての試料で，斑,の値は0.4を超えており，これらの試料
がガラスになりやすい物質であることを示している｡Si濃度を増やしていくと，共晶組成
であるSil5Te85で最も大きな値を持つ極大を示し，さらにSi濃度が増加すると鳧1の値は
小さくなっていく．これはZbの値が組成によって大きく変化しないのに対して，共晶組
成よりSi濃度が増加すると融点が急激に上昇することによるものである．
5まとめ
1.Si,00_xTex(X=75,77.5,80,82.5,85and87.5),Ag5(Sil5Te85)95およびIn5(Sil5Te85)95
ガラスについて示差操作熱量測定を行い，ガラス転移温度、結晶化温度を求めた．
2．昇温速度を変えて行った測定により求めた結晶化温度から,Kissingerの式を用いて
結晶化の活性化エネルギーを求めた．
3.Sil5Te85に第三元素として加えたAgは結晶化温度やガラス転移温度を低くし，一方，
Inはガラス転移温度を高くする効果があった．
4.Ag5(Sil5Te85)95の融点は,5at.%の置換でSil5Te85に比べて20Kも低くなり，一方，
In5(Sil5Te85)95では大きな変化はないことを見出した‘
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